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函館市の介護予防࣭日常生活支援総合事業実施方針㸦案㸧 

 

㸯 事業の趣旨 

た地ࢀ慣ࡳఫࡀ高齢者，ࡅ向࡟ᖹ成㸱㸵ᖺࡿ࡞࡜㸵㸳歳以ୖࡀ世代ࡢ団塊ࡢ࡚࡭ࡍ 

域࡛暮ࡼࡿࢀࡽࡅ⥆ࡋࡽう，医療，介護，介護予防，生活支援，ఫࡲいࡀ包括的࡟確

保さࠕࡿࢀ地域包括ࡢ࣒ࠖࢸࢫࢩ࢔ࢣ構築を目指࡚ࡋ，第㸴期函館市介護保険事業計

画࡟基࡙ࡁ，介護予防࣭日常生活支援総合事業㸦以ୗࠕ新ࡋい総合事業ࠖ࡜いう。㸧

を実施ࡿࡍ。 

 

㸰 実施時期 

  ᖹ成㸰㸷ᖺ㸲月㸯日 

 

㸱 実施方針 

 地域ࡢ実情࡟応ࡌた多様࡞提供主体ࡿࡼ࡟生活支援࣭介護予防サ࣮ビࡢࢫ充実を図

࡜࡜ࡿࡍを推㐍ࡾ地域࡙くࡿࡼ࡟支え合い࡜促㐍ࡢ社会参加࡞主体的ࡢ地域ఫ民，ࡾ

を࡜ࡇࡿ運営を図࡞安定的࣭⥅⥆的ࡢ介護保険制度，ࡾࡼ࡟費用配ศ࡞効率的，࡟ࡶ

目的࡚ࡋ࡜，以ୗࡢ実施方針࡟沿࡚ࡗ新ࡋい総合事業を実施ࡿࡍ。 

● 介護予防࣭生活支援サ࣮ビࢫ事業 

 ࢫ訪問࣭通所サ࣮ビࡢ現行相当 ࢔

新ࡋい総合事業ࡢ࡬移行を෇滑࡟行うたࡵ，原則࡚ࡋ࡜現行ࡢࡾ࠾࡝人員࣭

設備࣭運営基準，費用額ࡼ࠾び利用者負担࡛移行ࡿࡍ。 

 ࢫ訪問࣭通所サ࣮ビࡢ現行相当以外 ࢖

基準緩和型サ࣮ビࢫを実施ࡋ，多様化を目指ࡍ。 

 ࢫ生活支援サ࣮ビࡢ他ࡢそ ࢘

現行事業ࡢ組替えࡢ検討ࡢほ࠿，既存ࡢ民間サ࣮ビࢫや࢖ンフ࣐࣮࢛ࣝサ࣮

ビࢫを活用࣭ 活性化ࡾࡼ࡟࡜ࡇࡿࡍ，多様࡞サ࣮ビࡢࢫ提供体制ࡢ構築を図ࡿ。 

 ࢺン࣓ࢪネ࣐࢔ࢣ介護予防 ࢚

多職種連携ࡢ推㐍等࢔ࡾࡼ࡟セ࣓ࢫンࢺや介護予防࣐࢔ࢣネ࣓ࢪンࡢࢺ適ษ

 。ࡿࡍ利用を促㐍ࢫサ࣮ビ࡞効果的࣭効率的，ࡾ実施を図࡞

● 一般介護予防事業 

࡟࡜ࡇ育成࣭支援を行うࡢ地域支援活動ࡢఫ民主体࡞多様ࡿࡍ資࡟介護予防 ࢔

い࡚普及࣭啓発を図ࡘ࡟介護予防，࡟ࡶ࡜࡜ࡿࡍ社会参加を推㐍ࡢ高齢者ࡾࡼ

 。ࡿ

 

 

 

 

 

資料㸰 
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㸲 事業の内容 

● 新しい総合事業の構成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

㸦㸯㸧介護予防࣭生活支援サ࣮ビࢫ事業 

 ● 対象者 

要支援認定者ࡼ࠾び基本チ࢙ッุ࡛ࢺࢫࣜࢡ定さࢀた事業対象者 

● サ࣮ビࢫ内容 

訪 問 型 サ ࣮ ビ ࢫ 

サ࣮ビࢫ 
種ู 

国基準訪問型サ࣮ビࢫ 
㸦現行ࡢ予防訪問相当㸧 

いࡁいࣝ࣊ࡁパ࣮サ࣮ビࢫ 
(独自基準訪問型サ࣮ビࢫ㸸基準緩和型

A週 

サ࣮ビࢫ 
ෆ容 

訪問介護員ࡿࡼ࡟身体介護ࡼ࠾び生活援
助 

訪問介護員ࡼ࠾び一定ࡢ研修をཷࡅた元
気高齢者等ࡿࡼ࡟生活援助 

利用者ࡢ 
状態像 

ձ࡟࡛ࡍサ࣮ビࢫを利用ࡾ࠾࡚ࡋ，⥅⥆
利用ࡀ必要࡞方 
ղ身体機能や認知機能ࡢపୗ等ࡀあࡾ，
身体介護等ࡢ専門的支援を必要ࡿࡍ࡜方 

身体介護ࡣ必要࡞ࡋ࡜いࡀ，身ࡢ回ࡢࡾ
家事等を行うࡀ࡜ࡇ困難࡛支援を必要࡜
 方ࡿࡍ

利用者負担 介護保険負担割合証ࡢ割合 介護保険負担割合証ࡢ割合 

実施方法 事業者指定 事業者指定 

費用ࡢ 
考え方 

●現行ࡢ報酬体系ࡾ࠾࡝ 
 ࣭㐌 1 回程度 1,168 単఩/月 
 ࣭㐌 「 回程度 「,」」5 単఩/月 
 ࣭㐌 」 回程度 」,704 単఩/月 
 ࣭初回加算，生活機能向ୖ連携加算 等 

●1回当たࡢࡾ単価を設定 
●利用者負担ࡣ定率㸦負担割合証ࡢ割合㸧 
●1回 60 ศ࡛ࡲ，㐌㸰回࡛ࡲ利用可能 
●加算ࡣ初回加算ࡳࡢ設定 
 

基準 予防訪問࡜同ࡌ㸦実施要綱࡛規定㸧 緩和ࡋた基準㸦実施要綱࡛規定㸧 

備考 ࣭ࠕ一定ࡢ研修ࠖࣝ࣊ࡣパ࣮」級࡟準ࡿࡌෆ容࡛市ࡀ実施ࡿࡍ予定 

࠙移行後ࠚ  ࠙移行前ࠚ  

   

二次予防事業 

ȷ通所型介護予防事業 

ȷ訪問型介護予防事業 

一次予防事業 
ȷ介護予防教室 
ȷ健康教育 
ȷﾎᴶﾗᴵᴛｨᴉﾎᴷᴊᴵᴜ事業 
ȷ健康ƮくǓ教室 

地 

域 

支 

援 

事 

業 

予防給付̢要支援υ・φ̣ 

̢υ̣介護予防・生活支援サービス事業 
対象：要支援Ძ･Წ，基本チェックリǹト該当者 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

̢φ̣一般介護予防事業 
対象：すべƯの第Ძ号被保険者および支援のた

めの活動ƴ関わǔ者  

地 

域 

支 

援 

事 

業 

○訪問型サȸビǹ 

国基準訪問型サ࣮ビࢫ㸦現行相当サ࣮ビࢫ㸧 

いきいきヘルパ࣮サ࣮ビࢫ㸦基準緩和型Ａ㸧 

○通所型サȸビǹ 

国基準通所型サ࣮ビࢫ㸦現行相当サ࣮ビࢫ㸧 

いきいきࢹイサ࣮ビࢫ㸦基準緩和型Ａ㸧 

○介護予防ケアマネǸメント 

予防給付 

䢪要支援 

υ･φ䢫  

訪問看護 
福祉用具 
ƳƲ 

訪問介護 

通所介護 



」 

 

通 所 型 サ ࣮ ビ ࢫ 

サ࣮ビࢫ 
種ู 

国基準通所型サ࣮ビࢫ 
㸦現行ࡢ予防通所相当㸧 

いࡁい࢖ࢹࡁサ࣮ビࢫ 
(独自基準通所型サ࣮ビࢫ㸸基準緩和型

A週 

サ࣮ビࢫ 
ෆ容 

生活機能ࡢ維持ࡲたࡣ向ୖࡢたࡢࡵ日常
生活ୖࡢ支援ࡼ࠾び機能訓練 

生活機能ࡢ維持࣭改善ࡼ࠾び閉ࡾࡶࡇࡌ
機能訓練や㺸㺖㺶ｴࡢ短時間ࡢࡵたࡢ予防ࡢ
㺎ｼｮ㺻 

利用者ࡢ 
状態像 

ձ࡟࡛ࡍサ࣮ビࢫを利用ࡾ࠾࡚ࡋ，⥅⥆
利用ࡀ必要࡞方 
ղ身体機能や認知機能ࡢపୗ等ࡀあࡾ，
機能訓練等ࡢ専門的支援を必要ࡿࡍ࡜方 

ձ機能訓練ࡾࡼ࡟生活機能ࡢ維持࣭改善
ࡿあ࡟傾向ࡾࡶࡇࡌ方や閉ࡿࢀࡲ見込ࡀ
方 
ղ入浴࣭食事提供ࡢ必要࡞ࡀい方 

利用者負担 介護保険負担割合証ࡢ割合 介護保険負担割合証ࡢ割合 

実施方法 事業者指定 事業者指定 

費用ࡢ 
考え方 

●現行ࡢ報酬体系ࡾ࠾࡝㸦月定額制㸧 
 ࣭要支援 1 1,647 単఩/月 
 ࣭要支援 「 」,」77 単఩/月 
 ࣭生活機能向ୖ㺖㺼㺷㺎㺪㺽加 「40 単఩/月 
 ࣭運動器機能向ୖ加算 「「5 単఩/月 他 

●1回当たࡢࡾ単価を設定 
●短時間ࡢサ࣮ビࢫ提供を基本ࡿࡍ࡜。 
●利用者負担ࡣ定率㸦負担割合証ࡢ割合㸧 
●㐌㸯回ࡢ࡛ࡲ利用ࡋ࡜，入浴࣭食事ࡢ
提供ࡣ行わ࡞い。 
●送迎ูࡣ途加算 

基準 予防通所࡜同様㸦実施要綱࡛規定㸧 緩和ࡋた基準㸦実施要綱࡛規定㸧 

備考 ࣭独自加算ࡢ設定を検討 

 

※訪問࣭通所型サ࣮ビࢫ共通事項 

࣭いࡢࢀࡎサ࣮ビࡶࢫ給付管理ࡢ対象ࡿ࡞࡜。 

࣭基本チ࢙ッุ࡛ࢺࢫࣜࢡ定さࢀた事業対象者ࡢ利用限度額ࡣ，原則࡚ࡋ࡜要支援㸯ࡢ金

額㸦月額 50,0」0 ෇㸧ࡿࡍ࡜。 

࣭高額介護予防サ࣮ビࢫ費相当事業ࡼ࠾び高額医療合算介護予防サ࣮ビࢫ費相当事業を実

施ࡿࡍ。 

 

 

介 護 予 防 ケ ア マ ネ ࢪ メ ン ࢺ 

種ู ࣐࢔ࢣネ࣓ࢪンࢺＡ㸦原則的㸧 ࣐࢔ࢣネ࣓ࢪンࢺＣ㸦初回ࡳࡢ㸧 

ෆ容 利用者ࡢ介護予防ࡼ࠾び自立支援を目的࡚ࡋ࡜，心身そࡢ他ࡢ状況࡟応࡚ࡌ，本
人ࡢ選択ࡾࡼ࡟適ษ࡞サ࣮ビࡀࢫ提供さࡼࡿࢀう，専門的視点ࡽ࠿必要࡞援助を行
う。 

対象者 ձ指定事業所ࡢサ࣮ビࢫを利用ࡿࡍ方 

ղそࡢ他地域包括支援センタ࣮ࡀ必要࡜
ุ断ࡿࡍ方 

ࡢ結果，指定事業所以外ࡢࢺン࣓ࢪネ࣐
サ࣮ビࢫや一般介護予防事業，࢖ンフ࢛
 方ࡿࡍ等を利用ࢫサ࣮ビ࣐࣮ࣝ

実施方法 ࢔セ࣓ࢫンࢺ→担当者会議→ࣛࣉ࢔ࢣン
作成→ࣔニタࣜンࢢ㸦給付管理㸧 

 結果ࢺン࣓ࢪネ࣐࢔ࢣ→ࢺン࣓ࢫセ࢔

㸦初回ࡳࡢ実施㸧 

費用ࡢ 

考え方 

●基本単価ࡣ現行予防支援費㸦㸲㸱㸮単
఩㸧ࡾ࠾࡝ 

●初回加算等を設定予定 

●基本単価ࡣ現行予防支援費未満ࡢ金額
࡛検討 

●加算ࡣ設定࡞ࡋい 

利用者負担 ࡋ࡞ ࡋ࡞ 

備考 ࣭業務ࡣ地域包括支援センタ࣮࡟委託 

࣭包括支援センタ࣮ࡽ࠿居宅介護支援事業所ࡢ࡬委託可 

 設定を検討ࡢい࡚，独自加算ࡘ࡟Ａࢺン࣓ࢪネ࣐࢔ࢣ࣭
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㸦㸰㸧一般介護予防事業 

● 対象者 

 者ࡿ関わ࡟活動ࡢࡵたࡢび支援ࡼ࠾第㸯号被保険者ࡢ࡚࡭ࡍ

● 事業内容 

一 般 介 護 予 防 事 業 

種ู 介護予防把握事業 介護予防 

普及啓発事業 

地域介護予防活動 

支援事業 

地域㺶㺨㺩㺼㺶㺡㺎ｼｮ㺻 

活動支援事業 

ෆ容 閉ࡾࡶࡇࡌ等ࡢ何
ࡍ支援を要ࡢ࠿ࡽ
介護，ࡋ方を把握ࡿ
予防活動ࡆ࡞ࡘ࡬
 。ࡿ

介護予防࡟関ࡿࡍ
知 識 や 活 動 ࡢ 普
及࣭啓発を行う。 

地域ࡿࡅ࠾࡟ఫ民
主体ࡢ介護予防活
動ࡢ育成࣭支援を行
う 

㺗㺏ﾏﾈｼ㺼ﾒ㺻㺢やఫ民主
体ࡢ活動ࡢ࡬㺶㺨㺩㺼㺶
㺡㺎ｼｮ㺻専門職等ࡢ関
与を促㐍ࡋ，地域࡟
ࡢ介護予防ࡿࡅ࠾
ྲྀ組ࡢࡳ機能強化
を図ࡿ。 

実施方法 ࣭包括支援センタ࣮
࡛実施࡚ࡋいࡿ実
態把握業務等を活
用࡚ࡋ実施 

࣭既存事業㸦介護予
防教室，健康教育㸧
 発展࣭⥆⥅ࡢ

࣭新規事業ࡢ実施 

࣭既存事業㸦ࣛ࣎ン
事ࢺン࢖࣏࢔࢕ࢸ
業，健康࡙くࡾ教室
等㸧ࡢ⥅⥆࣭発展 

࣭ఫ民主体ࡢ活動
(通いࡢ場)等ࡢ支援 

࣭㺗㺏ﾏﾈｼ㺼ﾒ㺻㺢支援 

࣭研修等ࡿࡼ࡟介護
予防ࡢ普及啓発 

※一般介護予防事業評価事業ࢺ࢘࢔ࡣカ࣒指標等ࡿࡼ࡟評価を行う。 

 

 


